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令和５年第２回定例会結果
一般質問
総務産業常任委員会所管事務調査
あんなことこんなこと議論の足跡
2年にわたり表紙を飾っていただいた皆さん
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コロナ禍でも子どもたちの見守りボランティア活動を
続けている皆さん

今回の表紙

　「地域の宝」とは、何でしょうか？子どもたちはもちろんそうですが、子どもたちを温かく見守ってくださ
る指導隊の及川さんは、私たち多賀城小学校の宝です。学区には、交通量の多い大きな道路や信号のない横断
歩道がいくつもあり、交通事故が発生しやすい状況にあります。及川さんには、夏の暑い日も、冬の寒い日も、
雨の降る日も、風の吹く日も、毎朝、子どもたちの安全を見守っていただいています。登校してくる子どもた
ちに「おはようございます」と元気よく声を掛けてくださることはもちろん、子どもたちの体調まで気に掛け
てくださっています。小学校を卒業して、中学生になった子どもたちとも、温かい交流が続いているのは、
及川さんのお人柄によるものです。
　本校の子どもたちに長い間心を寄せてくださっていることに心から感謝を申し上げます。

(多賀城小学校　市岡　良庸 校長)

子どもから大人まで交通安全で地域見守り活動
　伝上山にお住いの及川修さんは、月曜日から金曜日まで朝７時から8時30分まで多賀城小学校の通学路（伝
上山一丁目２カ所の横断歩道）で見守り活動をされております。
　見守り活動のボランティアをはじめて5年、地域の顔となり、幼児から高齢者の方まで交流が広がっていま
す。中でも、通学している児童からの感謝のお手紙が何よりの励みになっていることや、毎日通るドライバー
さんも快く止まってくれるようになったことを、笑顔で語ってくださいました。また、真剣な表情で、「絶対
に悲惨な事故を起こさない！」、「交通安全で、スクールゾーンモデル地区にしていきたい！」との熱い思い
の言葉も頂きました。及川さんの毎日の活動と志に尊敬と感謝の気持ちでいっぱいになりました。
　今回、毎朝同じ場所で通学児童の見守りを行っている多賀城小学校の市岡校長先生にも、取材に御協力をい
ただき、メッセージも頂戴いたしました。大変にありがとうございました。
 ( レポーター　齋藤　裕子 )
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◀多賀城小学校通学路の見守り
　活動をされている及川さん
　（撮影時のみマスクをはずし
　　ています）　　　

　議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
針
は
、
議
会
と
市
民
を

つ
な
ぐ
情
報
誌
と
し
て
位
置
づ
け
、
議
会
活
動
の

透
明
性
、
公
開
性
を
可
能
な
限
り
追
求
し
た
広
報

誌
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
編
集
会
議
で
は
、
各
委

員
の
意
見
が
飛
び
交
い
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
精

査
を
行
い
、
読
み
手
の
立
場
を
重
視
し
て
編
集
し

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
編
集
内
容
向
上
を
目
指
し
、
研
修
を
行

う
予
定
も
今
後
組
ま
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　今
回
の
議
会
だ
よ
り
が
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
は

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
議
会
改
選
後
の
新
た
な
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
議
会
だ
よ
り
を
、
期
待
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
佐
藤
　雅
博
）

いちおか よしのぶ



1
専決処分の承認を求めることについて ( 多賀城市税条例及び多賀城市都市計画税条例の一部を改正する条例 )

令和 5 年度税制改正による地方税法等の一部改正に伴い、個人住民税、固定資産税、都市計画税などに
ついて、所要の改正を行う専決処分を行ったもの。

2
専決処分の承認を求めることについて ( 多賀城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 )

令和 5 年度税制改正による地方税法施行令の一部改正に伴い、国民健康保険税の課税限度額の引き上げ
および軽減判定所得基準額の拡大を行うことについて、所要の改正を行う専決処分を行ったもの。

3
専決処分の承認を求めることについて ( 多賀城市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 )

宮城県後期高齢者医療広域連合において、「宮城県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例」
の一部改正が行われたことに伴い、同条例との整合性を図るため、所要の改正を行う専決処分を行ったもの。

4

専決処分の承認を求めることについて ( 令和 5 年度多賀城市一般会計補正予算 ( 第 2 号 ))
エネルギー・食料品価格等の物価高騰などの影響を受けた生活者や事業者の支援として、「低所得世帯支
援特別給付金」および「低所得子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金」の給付に対応するた
め、「令和 5 年度多賀城市一般会計補正予算 ( 第 2 号 )」について専決処分を行ったもの。

5

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて
令和 5 年 7 月 19 日に任期満了となる農業委員会委員に、赤井利智子氏（高崎）、伊藤清彦氏（南宮）、
遠藤光浩氏（新田）、加藤真崇氏 ( 仙台市宮城野区 )、菅野眞一氏（八幡）、小西桃悦氏（高崎）、佐藤孝市
氏（市川）、中村春美氏（八幡）を任命することに同意しました。

6
多賀城市税条例の一部を改正する条例について

令和 5 年度税制改正による地方税法等の一部改正に伴い、個人住民税、軽自動車税などにおいて所要の
見直しを行うため条例改正を行うもの。

7
仙塩広域都市計画事業多賀城駅周辺土地区画整理事業の施行に関する条例を廃止する条例について

平成 11 年度に着手した仙塩広域都市計画事業多賀城駅周辺土地区画整理事業が、令和 4 年度に完了した
ことから条例を廃止するもの。

8
工事請負契約の締結について

令和 5 年度 ( 仮称 ) 多賀城跡ガイダンス施設建設工事について、工事請負契約を締結するもの。

9
財産の取得について

市庁舎耐震対策等事業による多賀城市役所北庁舎増築に伴う什器などを購入するもの。

10
令和 5 年度多賀城市一般会計補正予算 ( 第 3 号 )

市庁舎耐震対策等事業、水道料金減免事業の増額補正などを行うもの。

11
令和 5 年度多賀城市国民健康保険特別会計補正予算 ( 第 2 号 )

マイナンバーカードの保険証利用に係る周知広報に伴う印刷製本費の増額補正などを行うもの。

12
令和 5 年度多賀城市水道事業会計補正予算 ( 第 1 号 )

令和５年度多賀城市物価高騰対策として、水道料金減免事業の実施に伴う委託料の増額補正などを行うもの。

第２回定例会　市長が提出した議案

第２回
定例会
結果

物価高騰対策を実施するための
令和５年度一般会計補正予算などを可決しました。

　６月８日から６月22日まで、15日間の会期で第２回定例会を開催しました。今定例会では、
専決処分の報告４件、人事１件、条例２件、契約４件、補正予算３件、財産の取得１件の審議を
行いました。
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13

工事請負変更契約の締結について

物価高騰による建設資材の価格上昇を受け、令和３年第２回市議会臨時会において議決された「令和３年
度多賀城市庁舎耐震対策等事業北庁舎増築工事」に係る建築工事において、契約金額を増額する必要が生
じたことから工事請負契約に係る変更契約を締結するもの。

14

工事請負変更契約の締結について

物価高騰による建設資材の価格上昇を受け、令和３年第２回市議会臨時会において議決された「令和３年
度多賀城市庁舎耐震対策等事業北庁舎増築工事」に係る電気設備工事において、契約金額を増額する必要
が生じたことから工事請負契約に係る変更契約を締結するもの。

15

工事請負変更契約の締結について

物価高騰による建設資材の価格上昇を受け、令和３年第２回市議会臨時会において議決された「令和３年
度多賀城市庁舎耐震対策等事業北庁舎増築工事」に係る機械設備工事において、契約金額を増額する必要
が生じたことから工事請負契約に係る変更契約を締結するもの。

　請　願
●国に対し物価の高騰に見合った年金の引き上げを求める意見書の提出についての請願　　　　　　
　（令和５年第１回定例会からの継続審査）
　➡文教厚生常任委員会で審査した結果 ( 不採択とすべきもの ) が報告されました。
　　本会議での審議の結果、可否同数 ( ７名ずつ ) となり、議長裁決により不採択となりました。

　陳　情
●国に対し、適格請求書等保存方式 (インボイス制度 )の延期・見直しを求める陳情
●全国霊感商法対策弁護士連絡会の不当な声明に対する陳情
●インボイス実施延期を求める意見書を政府に送付することを求める陳情

第 2回定例会　表決一覧
各議員が出した結論は
案
件
等
の
番
号

自由民主党 日本共産党 公明党 多 市 新
審
議
結
果
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鈴
木
新
津
男
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長
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郎
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藤
　
惠
子

戸
津
川
晴
美

阿
部
　
正
幸

齋
藤
　
裕
子

板
橋
　
惠
一

昌
浦
　
泰
已

竹
谷
　
英
昭

根
本
　
朝
栄

１～４ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※

承　　認
5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意

６～１０ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
11 ○ ○ ○ ○ ○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

１２～１５ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
　表示の説明　賛成は○　反対は×　　　　
　※根本議長は公正中立の立場から表決に加わらず、無会派になります
　会派名　自由民主党 = 自由民主党多賀城市議団　日本共産党 = 日本共産党多賀城市議団
　　　　　公明党 = 公明党多賀城市議団　多 = 多賀城市民の会　市 = 市民クラブ　新 = 新世紀クラブ
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問2

問3

▲志引保育所

大
代
市
営
住
宅
の
「
廃
止
」
手

続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
、

県
営
八
幡
住
宅
５
棟
の
廃
止
計
画
が

公
表
さ
れ
、
夏
に
も
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
❶
県
営
住
宅
廃
止
で
、

高
崎
市
営
住
宅
廃
止
手
続
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す

か
。
❷
県
営
住
宅
廃
止
は
、
市
計
画

に
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
営
住
宅

用
途
廃
止
計
画
は
見
直
し
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。
❸
他
自
治
体
は
、

長
寿
命
化
計
画
で
耐
用
年
数
70
年
を

維
持
す
る
た
め
に
日
常
の
修
繕
・
改

善
を
行
い
、
建
替
え
を
基
本
と
し
て

い
る
。
本
市
も
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。
❹
市
営
住
宅
の

棟
別
内
外
の
日
常
点
検
記
録
を
求
め

れ
ば
、
提
出
で
き
ま
す
か
。

❶
現
時
点
で
明
確
な
時
期
に
つ

い
て
は
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

多
賀
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
に
位
置
付
け
た
用
途
廃
止
手
続
き

を
今
後
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
❷

計
画
は
、
こ
の
ま
ま
計
画
ど
お
り
丁

寧
に
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
共
産
党

遠
藤
　秋
雄  

議 

員

問1

問2

答1

❸
所
見
を
申
し
上
げ
る
立
場
に
な
い

こ
と
を
御
理
解
く
だ
さ
い
。
❹
御
提

示
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

現
制
度
の
「
要
介
護
５
」
か
ら
、

対
象
者
拡
大
で
投
票
す
る
権
利

を
広
げ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

現
行
の
公
職
選
挙
法
で
は
、
要

介
護
５
の
方
の
み
が
郵
便
に
よ

り
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
投
票
で
き

る
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
独
自

に
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

❶
子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

❷
障
害
者
及
び
高
齢
者
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

❸
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

❶
小
学
校
入
学
応
援
事
業
は
、

第
３
子
以
降
に
限
定
さ
れ
て
い

る
が
、
全
員
に
拡
大
し
、
現
金
で
の

支
給
と
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。
❷
保
育
所
の
副
食
費

に
助
成
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。
❸
学
校
給
食
費
の
無

償
化
に
踏
み
出
す
べ
き
で
す
。
い
か

が
で
す
か
。

❶
市
独
自
で
対
象
児
童
を
拡
大

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
も
本
事
業
の
目
的
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
支
給
方

法
を
現
金
に
切
り
替
え
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
❷
自
ら
自
宅
で
子

育
て
を
行
う
保
護
者
と
同
様
に
、
そ

の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
助
成
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
❸
国
が

主
導
し
て
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

❶
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
を
導

入
し
、
❷
バ
ス
料
金
無
料
で
、

ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
人
に
は
無
料
パ

ス
を
発
行
し
、
❸
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

所
得
制
限
は
撤
廃
し
、
難
病
の
方
も

従
来
ど
お
り
対
象
と
す
べ
き
で
す
。

い
か
が
で
す
か
。

日
本
共
産
党

戸
津
川
　晴
美  

議 

員

問1

問2
❶
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。
❷
現
段
階
に
お
い
て
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
❸
特
に
金
銭
的
な

負
担
が
大
き
く
な
る
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
障
害
者
の
方
々
に
対
し
、
そ

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
福
祉
的

な
助
成
を
行
う
も
の
と
し
て
見
直
し

を
実
施
す
る
も
の
で
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
疾

患
の
悪
化
に
よ
り
対
象
に
該
当
す
る

障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
か
つ
市

民
税
非
課
税
で
あ
る
場
合
に
、
対
象

と
し
て
助
成
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。ど

ん
な
性
自
認
の
人
も
希
望
を

も
っ
て
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き

る
ま
ち
を
目
指
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
す
。
い

か
が
で
す
か
。

全
国
一
律
の
制
度
と
し
て
運
用

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
引
き

続
き
国
の
動

向
を
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業

の
一
環
と
し
て
、
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
を
実
施
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

今
後
、
正
式
に
申
請
手
続
き
を

進
め
て
い
き
ま
す
が
、
多
く
の

方
々
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
実
現
で
き
る
よ
う
力
強
く
要
請

し
て
い
き
ま
す
。

通
学
路
の
総
点
検
を
行
い
、
危

険
な
場
所
と
思
わ
れ
る
個
所
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
あ
く
ま
で
、
人

に
よ
る
見
守
り
を
補
完
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
学
校
や
町

内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
地
域
が
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
児
童
・
生
徒

の
見
守
り
活
動
や
、
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
を

続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
全
国
に
お
け
る

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
例

を
調
査
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
対
応
の
必

要
性
や
有
効
性
な
ど
の
検
討
を
行
っ

公  

明  

党

阿
部
　正
幸  

議 

員

問1答1答2

て
ま
い
り
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
世
帯

へ
、
負
担
軽
減
に
な
る
支
援
と
と
も

に
、
商
品
券
を
配
付
す
る
事
業
の
取

り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
で
す
か
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
に
対
す
る
支
援

の
事
例
と
し
ま
し
て
も
、
県
単

位
で
実
施
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、

宮
城
県
に
お
い
て
も
負
担
軽
減
に
取

り
組
む
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
対

応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
商
品

券
配
付
事
業
に
つ
い
て
も
今
回
検
討

し
ま
し
た
が
、
今
後
、
国
か
ら
同
様

の
物
価
高
騰
対
策
支
援
が
示
さ
れ
た

際
に
は
、
社
会
経
済
の
情
勢
を
踏
ま

え
、
本
市
の
状
況
等
を
見
極
め
な
が

ら
、
最
も

有
効
な
事

業
を
検
討

し
て
ま
い

り
ま
す
。

❶
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

❷
市
営
住
宅（
災
害
公
営
住
宅
）の
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

❸
小
中
学
校
へ
の
生
理
用
品
配
備
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
で
苦
し

む
生
活
困
窮
世
帯
に
「
生
活
保

護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
」
と
明
記

し
た
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
つ
く
り
、

生
活
保
護
の
利
用
を
広
く
周
知
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

申
請
だ
け
を
促
す
こ
と
よ
り
も
、

困
り
ご
と
に
対
し
て
、
い
つ
で

も
相
談
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
営
住
宅(

災
害
公
営
住
宅)

の

見
守
り
体
制
強
化
、
セ
ン
サ
ー

機
器
の
活
用
な
ど
に
市
の
支
援
策
を

求
め
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

住
居
内
で
緊
急
事
態
が
発
生
し

た
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
機

能
を
内
蔵
し
た
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
、

４
市
営
住
宅
の
全
戸
に
配
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
見
守
り
機
器
を
設
置

す
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
単
身
高
齢

世
帯
で
あ
れ
ば
身
体
機
能
低
下
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き
る
よ
う

対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
年
々

日
本
共
産
党

佐
藤
　惠
子  
議 

員

問1

充
実
す
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
見

守
り
機
器
を
、
利
用
者
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
化
は
深
刻
で
す
。

市
の
予
算
で
小
中
学
校
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
配
備
す
る
よ
う
考
え

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

令
和
３
年
５
月
か
ら
、
企
業
か

ら
の
寄
附
に
よ
り
配
布
し
て
お

り
、
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
生

理
用
品
一
つ
ひ
と
つ
に
相
談
先
を
記

載
し
た
カ
ー
ド
を
添
付
し
た
上
で
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
な
ど
に
設
置
し
、

生
活
困
窮
世
帯
を
必
要
な
支
援
に
つ

な
ぐ
一
つ
の
手
段
と
し
て
実
施
し
て

き
た
も
の
で
、
市
の
独
自
の
予
算
に

よ
る
日
常
的
な
生
理
用
品
の
無
料
配

布
を
行
う

考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

定例会   一般質問第2回

答2

答1

答2答3

❶
市
営
住
宅
の
管
理
計
画
に
つ
い
て

❷
郵
便
投
票
の
対
象
者
拡
大
に
つ
い
て

❶
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

❷
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

❸
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

▲桜木市営住宅

問2

問3答3

答1

答3

答2 問2

問3
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問2

問3

▲志引保育所

大
代
市
営
住
宅
の
「
廃
止
」
手

続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
最
中
、

県
営
八
幡
住
宅
５
棟
の
廃
止
計
画
が

公
表
さ
れ
、
夏
に
も
説
明
会
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
❶
県
営
住
宅
廃
止
で
、

高
崎
市
営
住
宅
廃
止
手
続
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
で
す

か
。
❷
県
営
住
宅
廃
止
は
、
市
計
画

に
想
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
市
営
住
宅

用
途
廃
止
計
画
は
見
直
し
を
す
べ
き

で
は
な
い
で
す
か
。
❸
他
自
治
体
は
、

長
寿
命
化
計
画
で
耐
用
年
数
70
年
を

維
持
す
る
た
め
に
日
常
の
修
繕
・
改

善
を
行
い
、
建
替
え
を
基
本
と
し
て

い
る
。
本
市
も
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
す
か
。
❹
市
営
住
宅
の

棟
別
内
外
の
日
常
点
検
記
録
を
求
め

れ
ば
、
提
出
で
き
ま
す
か
。

❶
現
時
点
で
明
確
な
時
期
に
つ

い
て
は
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

多
賀
城
市
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計

画
に
位
置
付
け
た
用
途
廃
止
手
続
き

を
今
後
も
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
❷

計
画
は
、
こ
の
ま
ま
計
画
ど
お
り
丁

寧
に
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
共
産
党

遠
藤
　秋
雄  

議 

員

問1

問2

答1

❸
所
見
を
申
し
上
げ
る
立
場
に
な
い

こ
と
を
御
理
解
く
だ
さ
い
。
❹
御
提

示
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

現
制
度
の
「
要
介
護
５
」
か
ら
、

対
象
者
拡
大
で
投
票
す
る
権
利

を
広
げ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

現
行
の
公
職
選
挙
法
で
は
、
要

介
護
５
の
方
の
み
が
郵
便
に
よ

り
投
票
用
紙
を
請
求
し
、
投
票
で
き

る
制
度
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
独
自

に
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

❶
子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

❷
障
害
者
及
び
高
齢
者
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て

❸
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

❶
小
学
校
入
学
応
援
事
業
は
、

第
３
子
以
降
に
限
定
さ
れ
て
い

る
が
、
全
員
に
拡
大
し
、
現
金
で
の

支
給
と
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。
❷
保
育
所
の
副
食
費

に
助
成
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。
❸
学
校
給
食
費
の
無

償
化
に
踏
み
出
す
べ
き
で
す
。
い
か

が
で
す
か
。

❶
市
独
自
で
対
象
児
童
を
拡
大

す
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
も
本
事
業
の
目
的
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
支
給
方

法
を
現
金
に
切
り
替
え
る
こ
と
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
❷
自
ら
自
宅
で
子

育
て
を
行
う
保
護
者
と
同
様
に
、
そ

の
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
原
則
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
助
成
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
❸
国
が

主
導
し
て
実
施
す
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

❶
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
を
導

入
し
、
❷
バ
ス
料
金
無
料
で
、

ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
人
に
は
無
料
パ

ス
を
発
行
し
、
❸
福
祉
タ
ク
シ
ー
の

所
得
制
限
は
撤
廃
し
、
難
病
の
方
も

従
来
ど
お
り
対
象
と
す
べ
き
で
す
。

い
か
が
で
す
か
。

日
本
共
産
党

戸
津
川
　晴
美  

議 

員

問1

問2
❶
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。
❷
現
段
階
に
お
い
て
考

え
て
い
ま
せ
ん
。
❸
特
に
金
銭
的
な

負
担
が
大
き
く
な
る
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
障
害
者
の
方
々
に
対
し
、
そ

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
福
祉
的

な
助
成
を
行
う
も
の
と
し
て
見
直
し

を
実
施
す
る
も
の
で
、
特
定
疾
患
医

療
受
給
者
の
方
々
に
つ
い
て
は
、
疾

患
の
悪
化
に
よ
り
対
象
に
該
当
す
る

障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
、
か
つ
市

民
税
非
課
税
で
あ
る
場
合
に
、
対
象

と
し
て
助
成
を
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。ど

ん
な
性
自
認
の
人
も
希
望
を

も
っ
て
、
そ
の
人
ら
し
く
生
き

る
ま
ち
を
目
指
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
制
度
を
導
入
す
べ
き
で
す
。
い

か
が
で
す
か
。

全
国
一
律
の
制
度
と
し
て
運
用

す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
引
き

続
き
国
の
動

向
を
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
事
業

の
一
環
と
し
て
、
ブ
ル
ー
イ
ン

パ
ル
ス
の
展
示
飛
行
を
実
施
し
て
は

い
か
が
で
す
か
。

今
後
、
正
式
に
申
請
手
続
き
を

進
め
て
い
き
ま
す
が
、
多
く
の

方
々
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
実
現
で
き
る
よ
う
力
強
く
要
請

し
て
い
き
ま
す
。

通
学
路
の
総
点
検
を
行
い
、
危

険
な
場
所
と
思
わ
れ
る
個
所
に

防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
は
い
か
が

で
す
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
は
あ
く
ま
で
、
人

に
よ
る
見
守
り
を
補
完
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
学
校
や
町

内
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
地
域
が
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
き
た
児
童
・
生
徒

の
見
守
り
活
動
や
、
警
察
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
連
携
し
た
取
り
組
み
を

続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
、
全
国
に
お
け
る

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
事
例

を
調
査
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
対
応
の
必

要
性
や
有
効
性
な
ど
の
検
討
を
行
っ

公  

明  

党

阿
部
　正
幸  

議 

員

問1答1答2

て
ま
い
り
ま
す
。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
Ｌ

Ｐ
ガ
ス
を
使
用
し
て
い
る
世
帯

へ
、
負
担
軽
減
に
な
る
支
援
と
と
も

に
、
商
品
券
を
配
付
す
る
事
業
の
取

り
組
み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
で
す
か
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
に
対
す
る
支
援

の
事
例
と
し
ま
し
て
も
、
県
単

位
で
実
施
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、

宮
城
県
に
お
い
て
も
負
担
軽
減
に
取

り
組
む
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
対

応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
商
品

券
配
付
事
業
に
つ
い
て
も
今
回
検
討

し
ま
し
た
が
、
今
後
、
国
か
ら
同
様

の
物
価
高
騰
対
策
支
援
が
示
さ
れ
た

際
に
は
、
社
会
経
済
の
情
勢
を
踏
ま

え
、
本
市
の
状
況
等
を
見
極
め
な
が

ら
、
最
も

有
効
な
事

業
を
検
討

し
て
ま
い

り
ま
す
。

❶
生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

❷
市
営
住
宅（
災
害
公
営
住
宅
）の
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

❸
小
中
学
校
へ
の
生
理
用
品
配
備
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
で
苦
し

む
生
活
困
窮
世
帯
に
「
生
活
保

護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
」
と
明
記

し
た
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
を
つ
く
り
、

生
活
保
護
の
利
用
を
広
く
周
知
し
て

は
い
か
が
で
す
か
。

申
請
だ
け
を
促
す
こ
と
よ
り
も
、

困
り
ご
と
に
対
し
て
、
い
つ
で

も
相
談
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
ポ
ス
タ
ー
を

作
成
す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
営
住
宅(

災
害
公
営
住
宅)

の

見
守
り
体
制
強
化
、
セ
ン
サ
ー

機
器
の
活
用
な
ど
に
市
の
支
援
策
を

求
め
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

住
居
内
で
緊
急
事
態
が
発
生
し

た
こ
と
を
周
囲
に
知
ら
せ
る
機

能
を
内
蔵
し
た
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
、

４
市
営
住
宅
の
全
戸
に
配
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
見
守
り
機
器
を
設
置

す
る
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は
、
令
和
５
年
10
月
か
ら
単
身
高
齢

世
帯
で
あ
れ
ば
身
体
機
能
低
下
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
利
用
で
き
る
よ
う

対
象
を
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
年
々

日
本
共
産
党

佐
藤
　惠
子  

議 

員

問1

充
実
す
る
民
間
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
見

守
り
機
器
を
、
利
用
者
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

子
ど
も
の
貧
困
化
は
深
刻
で
す
。

市
の
予
算
で
小
中
学
校
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
配
備
す
る
よ
う
考
え

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

令
和
３
年
５
月
か
ら
、
企
業
か

ら
の
寄
附
に
よ
り
配
布
し
て
お

り
、
現
在
も
継
続
し
て
い
ま
す
。
生

理
用
品
一
つ
ひ
と
つ
に
相
談
先
を
記

載
し
た
カ
ー
ド
を
添
付
し
た
上
で
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
な
ど
に
設
置
し
、

生
活
困
窮
世
帯
を
必
要
な
支
援
に
つ

な
ぐ
一
つ
の
手
段
と
し
て
実
施
し
て

き
た
も
の
で
、
市
の
独
自
の
予
算
に

よ
る
日
常
的
な
生
理
用
品
の
無
料
配

布
を
行
う

考
え
は
あ

り
ま
せ
ん
。

定例会   一般質問第2回

答2

答1

答2答3

❶
市
営
住
宅
の
管
理
計
画
に
つ
い
て

❷
郵
便
投
票
の
対
象
者
拡
大
に
つ
い
て

❶
多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

❷
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

❸
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

▲桜木市営住宅

問2

問3答3

答1

答3

答2 問2

問3

▲ブルーインパルスの
　アクロバット飛行
　出典：航空自衛隊ホームページ
　　(https://www.mod.go.jp/asdf/pr_report/blueimpulse/program/index.html)
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▲自動通話録音機
「録音チュー」

▲多賀城市シルバーヘルスプラザ

総
合
管
理
計
画
は
、
令
和
６
年

４
月
施
行
を
目
指
し
、
４
つ
の

モ
デ
ル
施
設
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
❶
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ

ザ
は
廃
止
し
、
入
浴
施
設
以
外
の
機

能
を
公
民
館
な
ど
に
集
約
す
る
こ
と

お
よ
び
鶴
ヶ
谷
児
童
館
の
廃
止
検
討

は
な
ぜ
で
す
か
。
❷
各
小
中
学
校
プ

ー
ル
を
廃
止
し
、
外
部
プ
ー
ル
の
活

用
と
な
れ
ば
、
移
動
事
故
の
心
配
、

体
格
の
差
異
な
ど
へ
の
対
応
な
ど
、

教
育
上
の
心
配
が
生
じ
ま
す
が
、
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。
❸
保
育
所
の

統
合
で
、
志
引
保
育
所
が
八
幡
保
育

所
に
統
合
さ
れ
廃
止
と
な
れ
ば
、
基

幹
保
育
所
と
し
て
の
役
割
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。
ま
た
、
廃
止
さ
れ
る
地

域
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
。

❶「
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

や
鶴
ヶ
谷
児
童
館
」
は
、
今
後
、

施
設
を
単
体
で
そ
の
ま
ま
建
て
替
え

る
の
で
は
な
く
、「
見
直
す
と
こ
ろ

は
見
直
し
、
民
間
活
力
の
導
入
を
促

進
さ
せ
つ
つ
、
真
に
必
要
な
も
の
を

見
極
め
、
新
た
に
投
資
す
べ
き
と
こ

ろ
に
投
資
し
て
い
く
こ
と
」
を
基
本

日
本
共
産
党

中
田
　定
行  

議 

員

問答

に
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
御
意
見
を

様
々
頂
戴
し
て
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
❷
屋
外
プ
ー
ル
の
特
性
、

猛
暑
や
豪
雨
と
い
っ
た
天
候
に
左
右

さ
れ
る
近
年
の
状
況
、
こ
う
し
た
現

代
的
課
題
も
解
決
で
き
る
よ
う
、
そ

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
機
会
を

損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
様
々
な

角
度
か
ら
不
断
に
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
❸
志

引
保
育
所
と
八
幡
保
育
所
を
統
合
し
、

基
幹
保
育
所
の
機
能
を
八
幡
保
育
所

に
移
管
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
近
隣
に
認
可
保
育
所
お
よ
び

幼
稚
園
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
保
育
需
要
に
は
一
定
程
度
対

応
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

❶
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

❷
読
書
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

❶
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
、

モ
バ
イ
ル
端
末
を
使
っ
て
対
戦

ゲ
ー
ム
な
ど
を
競
う
「
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
」
を
活
用
し
た
講
座
な
ど
を
開
催

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
❷
ヒ
ア
リ

ン
グ
フ
レ
イ
ム(

耳
の
虚
弱)

予
防
に
、

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
導
入
し
て
、
難

聴
の
早
期
発
見
に
取
り
組
ん
で
は
い

か
が
で
す
か
。
❸
高
齢
者
世
帯
の
ゴ

ミ
出
し
に
困
難
を
訴
え
る
声
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
集
積
所
課
題
も
含
め
、

ゴ
ミ
出
し
支
援
の
導
入
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。
❹
犯
行
が
巧
妙
で
被
害
額

も
高
額
な
事
件
が
続
出
し
て
い
る
特

殊
詐
欺
に
対
し
て
の
、
本
市
の
さ
ら

な
る
防
止
対
策
の
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。❶

仙
台
市
の
よ
う
に
協
力
い
た

だ
け
る
事
業
者
な
ど
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
際
に
は
、
市
の
介
護
予

防
事
業
と
し
て
連
携
の
可
能
性
を
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。
❷
先
進
自
治
体

の
取
り
組
み
と
そ
の
効
果
な
ど
に
つ

い
て
、
情
報
収
集
に
努
め
、
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。
❸
環
境
省
の
手
引

き
や
市
内
の
モ
デ
ル
的
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
研
究
し
て
ま
い
り
ま

公  

明  

党

齋
藤
　裕
子  

議 

員

問1

問2 す
。
❹
塩
釜
警
察
署
や
防
犯
関
係
団

体
と
連
携
し
、
様
々
な
情
報
ツ
ー
ル

な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
特
殊
詐
欺

の
被
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

❶
大
代
地
区
公
民
館
に
、
読
書

通
帳
印
字
機
の
設
置
を
求
め
る

声
が
あ
り
、
各
分
室
図
書
館
で
も
読

書
通
帳
に
本
館
同
様
の
記
録
を
残
す

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
❷

電
子
図
書
の
貸
し
出
し
を
す
る
電
子

図
書
館
の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

❶
司
書
が
手
書
き
に
よ
り
対
応

す
る
な
ど
、
分
室
に
お
い
て
も

読
書
通
帳
を
活
用
で
き
る
方
法
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
❷
電
子
図
書

館
・
電
子
書
籍
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

は
、
い
ま
だ
過
渡
期
に
あ
る
分
野
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
導
入
に
関
し

て
は
、
引
き
続
き
研
究
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

小
４
の
壁（
学
習
と
発
達
課
題
）

を
市
教
委
と
議
論
し
た
く
質
問

し
ま
し
た
。

❶
市
教
委
は
、
小
４
の
壁
を
ど
の
よ

う
に
認
識
な
さ
っ
て
い
ま
す
か
。
❷

小
４
の
算
数
の
つ
ま
ず
き
解
消
、
読

解
力
に
重
点
を
置
い
た
学
び
の
必
要

性
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。
❸
小
学
校

で
は
、
ギ
ャ
ン
グ
エ
イ
ジ
期
に
お
け

る
問
題
行
動
に
対
す
る
方
策
は
お
あ

り
で
す
か
。
❹
小
４
に
な
る
と
、
自

分
の
こ
と
を
客
観
的
に
み
ら
れ
る
年

齢
に
な
り
、
他
者
と
の
学
力
や
身
体

的
発
達
、
環
境
な
ど
の
差
が
目
に
付

く
こ
と
で
、
子
ど
も
が
劣
等
感
を
抱

い
た
り
、
自
己
肯
定
感
が
下
が
っ
た

り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
市
教
委
と

し
て
は
、
こ
の
点
に
ど
う
対
処
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

❶
子
ど
も
の
成
長
の
転
換
点
に

お
い
て
、「
飛
躍
の
た
め
の
壁
」

で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
❷
算

数
科
は
積
み
重
ね
の
教
科
で
あ
り
、

つ
ま
ず
き
の
解
消
な
し
に
は
先
に
進

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
と
ば
の

読
解
力
は
、
全
て
の
学
び
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
の
で
、
両
者
と
も
個

市
民
ク
ラ
ブ

昌
浦
　泰
已  

議 

員

問答

答1

別
最
適
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

❸
問
題
行
動
の
抑
止
に
は
、
何
よ
り

も
「
自
己
肯
定
感
の
育
成
」
が
必
要

で
す
。
各
学
校
で
は
「
安
心
し
て
学

べ
る
居
場
所
感
づ
く
り
」
を
重
点
目

標
と
し
て
取
り
組
み
、
ま
た
、
自
分

の
力
を
実
感
さ
せ
た
り
自
信
を
持
た

せ
た
り
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
❹
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取

り
組
み
の
中
で
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
子
ど
も
た

ち
の
役
割
の
自
覚
や
地
域
社
会
に
お

け
る
主
体
的
な
責
任
意
識
づ
く
り
を

支
援
し
、
三
者
協
働
し
て
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❶
市
道
で
分
断
し
て
い
る
政
庁
南
大
路
の
一
体
的

　
整
備
に
つ
い
て

❷
市
川
集
会
所
と
な
り
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て

❶
南
門
を
通
り
抜
け
た
南
大
路

は
、
市
道
で
分
断
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
年
の
課
題
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
ど
う
進
め
る
の
で
す
か
。
❷
同
様

の
事
例
が
秋
田
城
跡
で
す
。
こ
の
地

は
、
橋
を
架
け
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
手
法
は
取
れ
な
い
の
で
す
か
。

❸
南
大
路
を
地
形
復
元
し
た
場
合
の
、

沿
線
住
民
や
交
通
体
系
の
取
り
扱
い

や
影
響
は
考
え
て
い
ま
す
か
。
❹
新

た
な
整
備
を
進
め
る
場
合
に
は
、
市

川
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
へ
具
体
例

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

❶
様
々
な
手
法
を
検
討
し
た
結

果
、
盛
土
に
よ
る
政
庁
南
大
路

の
復
元
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
❷
建
築
限
界
と
言
わ
れ
る
基

準
や
、
当
時
橋
が
あ
っ
た
か
と
い
う

視
点
も
あ
る
の
で
、
橋
の
よ
う
な
形

で
復
元
を
図
る
と
い
う
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。
❸
周
辺
道
路
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
関
係

部
署
と
連
携
し
、
地
域
住
民
と
協
議

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
❹
地
区
の

皆
様
に
多
賀
城
跡
の
重
要
性
と
復
元

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
改
め
て
御
理

自
由
民
主
党

佐
藤
　雅
博  
議 

員

問1

解
を
い
た
だ
く
こ
と
は
、
大
変
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
史
跡
の
活
用
、

共
存
・
共
営
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
地
区
の
皆
様
の
御
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

来
訪
者
や
政
庁
跡
活
用
時
、
創

建
１
３
０
０
年
記
念
事
業
、
普

段
の
生
活
ニ
ー
ズ
を
考
え
れ
ば
、
洋

式
化
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念

事
業
に
よ
り
、
観
光
客
な
ど
が

増
え
、
ト
イ
レ
の
利
用
者
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
洋
式
化

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定例会   一般質問第2回

答1

答2

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

小
４
の
壁
に
つ
い
て

▲建設が進む南門の北側付近

問2答2
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▲自動通話録音機
「録音チュー」

▲多賀城市シルバーヘルスプラザ

総
合
管
理
計
画
は
、
令
和
６
年

４
月
施
行
を
目
指
し
、
４
つ
の

モ
デ
ル
施
設
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
❶
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ

ザ
は
廃
止
し
、
入
浴
施
設
以
外
の
機

能
を
公
民
館
な
ど
に
集
約
す
る
こ
と

お
よ
び
鶴
ヶ
谷
児
童
館
の
廃
止
検
討

は
な
ぜ
で
す
か
。
❷
各
小
中
学
校
プ

ー
ル
を
廃
止
し
、
外
部
プ
ー
ル
の
活

用
と
な
れ
ば
、
移
動
事
故
の
心
配
、

体
格
の
差
異
な
ど
へ
の
対
応
な
ど
、

教
育
上
の
心
配
が
生
じ
ま
す
が
、
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。
❸
保
育
所
の

統
合
で
、
志
引
保
育
所
が
八
幡
保
育

所
に
統
合
さ
れ
廃
止
と
な
れ
ば
、
基

幹
保
育
所
と
し
て
の
役
割
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。
ま
た
、
廃
止
さ
れ
る
地

域
へ
の
影
響
を
ど
う
考
え
て
い
ま
す

か
。

❶「
シ
ル
バ
ー
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ザ

や
鶴
ヶ
谷
児
童
館
」
は
、
今
後
、

施
設
を
単
体
で
そ
の
ま
ま
建
て
替
え

る
の
で
は
な
く
、「
見
直
す
と
こ
ろ

は
見
直
し
、
民
間
活
力
の
導
入
を
促

進
さ
せ
つ
つ
、
真
に
必
要
な
も
の
を

見
極
め
、
新
た
に
投
資
す
べ
き
と
こ

ろ
に
投
資
し
て
い
く
こ
と
」
を
基
本

日
本
共
産
党

中
田
　定
行  

議 

員

問答

に
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
御
意
見
を

様
々
頂
戴
し
て
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。
❷
屋
外
プ
ー
ル
の
特
性
、

猛
暑
や
豪
雨
と
い
っ
た
天
候
に
左
右

さ
れ
る
近
年
の
状
況
、
こ
う
し
た
現

代
的
課
題
も
解
決
で
き
る
よ
う
、
そ

し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
機
会
を

損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
様
々
な

角
度
か
ら
不
断
に
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
❸
志

引
保
育
所
と
八
幡
保
育
所
を
統
合
し
、

基
幹
保
育
所
の
機
能
を
八
幡
保
育
所

に
移
管
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
近
隣
に
認
可
保
育
所
お
よ
び

幼
稚
園
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
保
育
需
要
に
は
一
定
程
度
対

応
が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

❶
高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

❷
読
書
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

❶
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予
防
に
、

モ
バ
イ
ル
端
末
を
使
っ
て
対
戦

ゲ
ー
ム
な
ど
を
競
う
「
ｅ
ス
ポ
ー

ツ
」
を
活
用
し
た
講
座
な
ど
を
開
催

し
て
は
い
か
が
で
す
か
。
❷
ヒ
ア
リ

ン
グ
フ
レ
イ
ム(

耳
の
虚
弱)

予
防
に
、

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ

レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
を
導
入
し
て
、
難

聴
の
早
期
発
見
に
取
り
組
ん
で
は
い

か
が
で
す
か
。
❸
高
齢
者
世
帯
の
ゴ

ミ
出
し
に
困
難
を
訴
え
る
声
が
あ
り

ま
す
。
地
域
の
集
積
所
課
題
も
含
め
、

ゴ
ミ
出
し
支
援
の
導
入
の
考
え
を
伺

い
ま
す
。
❹
犯
行
が
巧
妙
で
被
害
額

も
高
額
な
事
件
が
続
出
し
て
い
る
特

殊
詐
欺
に
対
し
て
の
、
本
市
の
さ
ら

な
る
防
止
対
策
の
取
り
組
み
を
伺
い

ま
す
。❶

仙
台
市
の
よ
う
に
協
力
い
た

だ
け
る
事
業
者
な
ど
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
際
に
は
、
市
の
介
護
予

防
事
業
と
し
て
連
携
の
可
能
性
を
考

え
て
ま
い
り
ま
す
。
❷
先
進
自
治
体

の
取
り
組
み
と
そ
の
効
果
な
ど
に
つ

い
て
、
情
報
収
集
に
努
め
、
研
究
し

て
ま
い
り
ま
す
。
❸
環
境
省
の
手
引

き
や
市
内
の
モ
デ
ル
的
事
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
研
究
し
て
ま
い
り
ま

公  

明  

党

齋
藤
　裕
子  

議 

員

問1

問2 す
。
❹
塩
釜
警
察
署
や
防
犯
関
係
団

体
と
連
携
し
、
様
々
な
情
報
ツ
ー
ル

な
ど
も
活
用
し
な
が
ら
、
特
殊
詐
欺

の
被
害
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

❶
大
代
地
区
公
民
館
に
、
読
書

通
帳
印
字
機
の
設
置
を
求
め
る

声
が
あ
り
、
各
分
室
図
書
館
で
も
読

書
通
帳
に
本
館
同
様
の
記
録
を
残
す

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
❷

電
子
図
書
の
貸
し
出
し
を
す
る
電
子

図
書
館
の
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

❶
司
書
が
手
書
き
に
よ
り
対
応

す
る
な
ど
、
分
室
に
お
い
て
も

読
書
通
帳
を
活
用
で
き
る
方
法
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
❷
電
子
図
書

館
・
電
子
書
籍
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス

は
、
い
ま
だ
過
渡
期
に
あ
る
分
野
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
導
入
に
関
し

て
は
、
引
き
続
き
研
究
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

小
４
の
壁（
学
習
と
発
達
課
題
）

を
市
教
委
と
議
論
し
た
く
質
問

し
ま
し
た
。

❶
市
教
委
は
、
小
４
の
壁
を
ど
の
よ

う
に
認
識
な
さ
っ
て
い
ま
す
か
。
❷

小
４
の
算
数
の
つ
ま
ず
き
解
消
、
読

解
力
に
重
点
を
置
い
た
学
び
の
必
要

性
を
ど
う
考
え
ま
す
か
。
❸
小
学
校

で
は
、
ギ
ャ
ン
グ
エ
イ
ジ
期
に
お
け

る
問
題
行
動
に
対
す
る
方
策
は
お
あ

り
で
す
か
。
❹
小
４
に
な
る
と
、
自

分
の
こ
と
を
客
観
的
に
み
ら
れ
る
年

齢
に
な
り
、
他
者
と
の
学
力
や
身
体

的
発
達
、
環
境
な
ど
の
差
が
目
に
付

く
こ
と
で
、
子
ど
も
が
劣
等
感
を
抱

い
た
り
、
自
己
肯
定
感
が
下
が
っ
た

り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
市
教
委
と

し
て
は
、
こ
の
点
に
ど
う
対
処
さ
れ

て
い
ま
す
か
。

❶
子
ど
も
の
成
長
の
転
換
点
に

お
い
て
、「
飛
躍
の
た
め
の
壁
」

で
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
❷
算

数
科
は
積
み
重
ね
の
教
科
で
あ
り
、

つ
ま
ず
き
の
解
消
な
し
に
は
先
に
進

む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
と
ば
の

読
解
力
は
、
全
て
の
学
び
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
の
で
、
両
者
と
も
個

市
民
ク
ラ
ブ

昌
浦
　泰
已  

議 

員

問答

答1

別
最
適
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
大
変

重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

❸
問
題
行
動
の
抑
止
に
は
、
何
よ
り

も
「
自
己
肯
定
感
の
育
成
」
が
必
要

で
す
。
各
学
校
で
は
「
安
心
し
て
学

べ
る
居
場
所
感
づ
く
り
」
を
重
点
目

標
と
し
て
取
り
組
み
、
ま
た
、
自
分

の
力
を
実
感
さ
せ
た
り
自
信
を
持
た

せ
た
り
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
❹
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
取

り
組
み
の
中
で
、
地
域
と
と
も
に
あ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
、
子
ど
も
た

ち
の
役
割
の
自
覚
や
地
域
社
会
に
お

け
る
主
体
的
な
責
任
意
識
づ
く
り
を

支
援
し
、
三
者
協
働
し
て
課
題
の
解

決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

❶
市
道
で
分
断
し
て
い
る
政
庁
南
大
路
の
一
体
的

　
整
備
に
つ
い
て

❷
市
川
集
会
所
と
な
り
の
ト
イ
レ
洋
式
化
に
つ
い
て

❶
南
門
を
通
り
抜
け
た
南
大
路

は
、
市
道
で
分
断
さ
れ
て
い
ま

す
。
長
年
の
課
題
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
ど
う
進
め
る
の
で
す
か
。
❷
同
様

の
事
例
が
秋
田
城
跡
で
す
。
こ
の
地

は
、
橋
を
架
け
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
手
法
は
取
れ
な
い
の
で
す
か
。

❸
南
大
路
を
地
形
復
元
し
た
場
合
の
、

沿
線
住
民
や
交
通
体
系
の
取
り
扱
い

や
影
響
は
考
え
て
い
ま
す
か
。
❹
新

た
な
整
備
を
進
め
る
場
合
に
は
、
市

川
地
区
ま
ち
づ
く
り
会
議
へ
具
体
例

を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

❶
様
々
な
手
法
を
検
討
し
た
結

果
、
盛
土
に
よ
る
政
庁
南
大
路

の
復
元
が
最
も
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、

実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
❷
建
築
限
界
と
言
わ
れ
る
基

準
や
、
当
時
橋
が
あ
っ
た
か
と
い
う

視
点
も
あ
る
の
で
、
橋
の
よ
う
な
形

で
復
元
を
図
る
と
い
う
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。
❸
周
辺
道
路
へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の
で
、
関
係

部
署
と
連
携
し
、
地
域
住
民
と
協
議

を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。
❹
地
区
の

皆
様
に
多
賀
城
跡
の
重
要
性
と
復
元

整
備
事
業
に
つ
い
て
、
改
め
て
御
理

自
由
民
主
党

佐
藤
　雅
博  

議 

員

問1

解
を
い
た
だ
く
こ
と
は
、
大
変
重
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
史
跡
の
活
用
、

共
存
・
共
営
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い

て
、
地
区
の
皆
様
の
御
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

来
訪
者
や
政
庁
跡
活
用
時
、
創

建
１
３
０
０
年
記
念
事
業
、
普

段
の
生
活
ニ
ー
ズ
を
考
え
れ
ば
、
洋

式
化
は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
と
思
い

ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。

多
賀
城
創
建
１
３
０
０
年
記
念

事
業
に
よ
り
、
観
光
客
な
ど
が

増
え
、
ト
イ
レ
の
利
用
者
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
洋
式
化

に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

定例会   一般質問第2回

答1

答2

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
つ
い
て

小
４
の
壁
に
つ
い
て

▲建設が進む南門の北側付近

問2答2
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総務産業常任委員会　所管事務調査
令和５年度　重点事業について

　総務産業常任委員会は、所管する各部の令和５年度重点事務事業調査を５月 26 日に行いました。
　進行については、企画経営部、都市産業部、総務部、上下水道部の順にそれぞれ説明を受け、
質疑を行いました。一日での調査となり、各部の説明・質疑が一時間ほどしか取れなく、駆け足
の調査となりましたが、各部とも第六次多賀城市総合計画に示された令和５年度重点事業の説明
を行い、各委員が疑問点を質し、今後の議会運営に資するための有意義な一日となりました。
　企画経営部の重点事業として、市庁舎耐震対策、創建 1300 年、デジタル化推進、公共施設等
管理事業等について説明がありました。公共施設管理、デジタル化等に質疑が集中しました。
　都市産業部は、公営住宅ストック改善、都市計画関連、中央公園整備事業等の説明がありました。
道路管理や急傾斜地対策、中央公園の子どもサッカー場移転、４市営住宅用途廃止等について質
疑が交わされました。
　総務部は、持続可能な地域経営、市民と市長の懇談会、地域防災等について説明がありました。
津波防災、マイナ保険証、防災情報等について質疑が交わされました。
　上下水道部は、浮島地区冠水対策の樋の口雨水幹線設計業務（ＪＲ横断部）の説明がありました。
流域治水、広域連携、岡田水源廃止、浮島ポンプ場へのポンプ設置等について質疑が交わされま
した。

総務産業常任委員会　　　
委員長　中　田　定　行

82023.8　たがじょう市議会だより　



議会ＩＣＴ推進検討委員会
〈議会ＩＣＴ推進検討委員会の振り返りを行いました〉

　令和 5 年 6 月 22 日に現任期中の開催としては最後となる第 28 回議会ＩＣＴ推進検討委員会を開催し、
これまでの活動経過と決定事項の確認を行いました。

　
　　　　　　　　　　　　　　　

〈会議概要〉
　委員会の活動経過として、全 28 回開催した会議の調査内容を振り返るとともに、令和５年３月に全議員
による協議で決定した下記事項について確認を行いました。
⑴　議員用タブレット導入すること
⑵　導入に際し、ペーパーレス化を目指すこと（移行期間は新委員会で検討）

議会ＩＣＴ推進検討委員会　
委員長　昌　浦　泰　已

議会運営に関する検討協議会の検討結果報告
　本協議会は、議決機関である議会が、これまで以上に
適正かつ効果的に運営できるよう令和４年３月９日に設
置され、これまで計 10 回に渡り会議を開催し、様々な
検討と議論を重ねてきました。
　その検討結果について、令和５年６月 22 日に委員長
から議長に報告を行いました。概要については下記のと
おりです。

〈検討結果概要〉
・ 各特別委員会の委員の質疑について、質疑が漫然とな

り、堂々巡りとならないよう委員長に対し適切に指導
すること。

・ 今後も、公共性、公平性を確保し、市民に信頼される
議会を目指すとともに、不断の努力と研鑽を行い、継
続して議会改革を推進していくこと。

議会運営に関する検討協議会　
委員長　板　橋　惠　一

9 たがじょう市議会だより　2023.8



現
在
、
市
内
８
分
団
の
ポ
ン
プ
車
置

き
場
の
土
地
の
所
有
者
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

民
有
地
の
借
り
上
げ
が
４
分
団
で
、

国
有
地
が
２
分
団
、
市
有
地
が
２
分

団
と
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

総
務
産
業
常
任
委
員
会

多
賀
城
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

電
気
軽
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
軽
自
動

車
に
係
る
軽
自
動
車
税
は
、
特
例
措

置
に
よ
り
軽
減
が
３
年
延
長
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
の
見
通
し
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
る

減
税
対
象
車
を
取
得
す
る
場
合
に
限

り
、
翌
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
市
内
に
は
、
現
在
７
台
の
電
気
軽
自
動

車
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
増

え
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
気
軽
自
動
車
の
軽
自
動
車
税
は
、

い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。

軽
乗
用
車
の
場
合
、
本
来
１
万
８
０

０
円
で
す
が
、
登
録
し
た
翌
年
度
の

軽
自
動
車
税
に
限
り
、
お
お
む
ね
75
％
軽
減

さ
れ
、
２
，７
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

電
気
、
天
然
ガ
ス
軽
自
動
車
を
購
入

し
た
際
の
、
国
の
補
助
額
は
い
く
ら

で
す
か
。車

両
を
購
入
し
た
際
に
、
55
万
円
を

上
限
と
し
た
補
助
金
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

● 

予
算
特
別
委
員
会

　
　(

令
和
５
年
度
補
正
予
算)

消
防
団
設
備
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

第
４
分
団
ポ
ン
プ
車
置
き
場
建
設
は
、

な
ぜ
必
要
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

現
在
、
民
有
地
を
有
償
で
借
り
上
げ

て
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
契
約
期
間

が
令
和
６
年
10
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
移
転
建
築
す
る
も
の
で
す
。

移
転
場
所
は
、
留
ヶ
谷
二
丁
目
の
市

有
地
と
あ
り
ま
す
が
、
市
有
地
に
な

っ
た
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

平
成
14
年
に
、
道
路
残
地
と
民
有
地

を
等
積
等
価
交
換
し
て
市
有
地
と
な

っ
も
の
で
す
。

土
地
面
積
は
１
６
８
㎡
と
あ
り
ま
す

が
、
建
築
面
積
は
ど
の
く
ら
い
あ
り

ま
す
か
。延

べ
床
面
積
は
約
30
坪
の
総
二
階
建

て
で
、
他
の
分
団
の
ポ
ン
プ
車
置
き

場
と
同
様
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

室
内
設
備
、
駐
車
場
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。
　

団
員
の
皆
さ
ん
が
待
機
で
き
る
よ
う
、

イ
ン
フ
ラ
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
駐

車
場
は
、
４
台
の
計
画
で
す
。

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
は
努
力
義
務
で
す
が
、

事
故
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
着
用
を
求
め
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

こ
れ
か
ら
見
直
し
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
担
当
部
署
が
国
や
県
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
進
む
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

(

多
賀
城
市
役
所
北
庁
舎
什
器
等
購
入)

北
庁
舎
で
使
用
す
る
１
，１
８
４
点

の
什
器
が
購
入
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
什
器
は
ど
う
す
る
の

で
す
か
。古

い
什
器
は
購
入
か
ら
30
年
以
上
が

経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、

西
庁
舎
で
使
用
し
て
い
る
什
器
も
含
め
て
、

再
利
用
す
る
も
の
、
処
分
す
る
も
の
を
選
別

し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
９
台
登
録
さ
れ
て
い
る
キ

ッ
ク
ボ
ー
ド（一般
原
動
機
付
自
転
車
）

と
、
こ
れ
か
ら
登
録
さ
れ
る
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

（
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
）の
違
い
は
何

で
す
か
。前

者
は
車
道
の
走
行
を
前
提
と
し
て

い
る
た
め
、
保
安
基
準
に
よ
り
バ
ッ

ク
ミ
ラ
ー
な
ど
が
必
要
で
す
が
、
後
者
は
自

転
車
に
近
い
こ
と
か
ら
、
不
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
な
ど
も
走
行
で
き
る
た
め
、
車

体
の
前
後
に
最
高
速
度
表
示
灯
を
付
け
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
道
は
ど
こ
で
も
走
行
で
き
ま
す
か
。

道
路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
た
歩
道
の

み
が
走
行
可
能
と
な
り
、
歩
道
を
走

行
す
る
場
合
は
、
速
度
は
６
㎞
／
ｈ
以
下
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

質答質答答

答答 質

答

質

答 質 質

市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
ひとつひとつ質疑を通して審議を深め、採決に臨みます。
第２回定例会では、常任委員会および予算特別委員会において、
市当局との間で主に次のような質疑応答が行われました。

古
い
物
を
市
民
に
払
い
下
げ
は
し
な

い
の
で
す
か
。

処
分
す
る
も
の
は
、
鉄
く
ず
と
し
て

売
り
払
い
を
す
る
な
ど
、
歳
入
確
保

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
売
り
払
い

で
き
な
い
も
の
は
、
無
償
譲
渡
な
ど
処
分
費

用
を
で
き
る
だ
け
か
け
な
い
方
法
を
検
討
し

な
が
ら
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

((

仮
称)

多
賀
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

建
設
工
事)

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
展
示
内
容
は
ど

う
い
う
も
の
で
す
か
。

「
歴
史
的
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
こ

と
」、「
歴
史
的
な
体
験
を
行
う
こ
と
」、

「
案
内
ル
ー
ト
を
紹
介
す
る
こ
と
」、「
復
元

の
意
義
を
伝
え
る
こ
と
」、「
地
域
住
民
が
交

流
す
る
場
で
あ
る
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
多
賀
城
跡
の
見

学
者
が
休
憩
す
る
場
所
、
例
え
ば
展

示
室
へ
の
椅
子
の
設
置
な
ど
が
必
要
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

展
示
室
は
１
６
０
㎡
で
、
広
い
空
間

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
映
像(

展
示)

な
ど
を
行
う
こ
と
か
ら
、
座
っ
て
見
学
す
る

場
所
も
考
え
て
い
ま
す
。

多
賀
城
の
歴
史
を
紹
介
す
る
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
も
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
で

説
明
す
る
部
分
も
必
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
場
所
も
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
活
用

で
き
る
よ
う
配
慮
で
き
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
進
め
る
展
示
設
計
業
務
の

中
で
、
念
頭
に
置
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

質

答

…質問

…回答

議論の足跡議論の足跡
あし　　　あと

質質質

質答

答質 質質 答質答答

答答 答

質

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定

支
援
事
業
に
つ
い
て

計
画
を
策
定
し
て
、
奨
励
金
15
万
円

の
他
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

こ
の
計
画
を
策
定
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
様
々
な
災
害
に
対
し
事
前
に

備
え
、
何
か
あ
っ
た
時
の
立
ち
上
が
り
や
持

ち
直
し
な
ど
、
事
業
力
の
強
化
を
図
れ
る
こ

と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
そ
の
他
、
金

質

▲現在の第４分団ポンプ車置き場施設写真

▲(仮称)多賀城跡ガイダンス施設完成予定図

答 質答

▲電気軽自動車

▲関係省庁の啓発リーフレット
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現
在
、
市
内
８
分
団
の
ポ
ン
プ
車
置

き
場
の
土
地
の
所
有
者
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

民
有
地
の
借
り
上
げ
が
４
分
団
で
、

国
有
地
が
２
分
団
、
市
有
地
が
２
分

団
と
な
っ
て
い
ま
す
。

● 

総
務
産
業
常
任
委
員
会

多
賀
城
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

電
気
軽
自
動
車
、
天
然
ガ
ス
軽
自
動

車
に
係
る
軽
自
動
車
税
は
、
特
例
措

置
に
よ
り
軽
減
が
３
年
延
長
さ
れ
ま
す
が
、

今
後
の
見
通
し
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す
か
。

初
め
て
車
両
番
号
の
指
定
を
受
け
る

減
税
対
象
車
を
取
得
す
る
場
合
に
限

り
、
翌
年
度
の
軽
自
動
車
税
が
減
額
さ
れ
ま

す
。
市
内
に
は
、
現
在
７
台
の
電
気
軽
自
動

車
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
増

え
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

電
気
軽
自
動
車
の
軽
自
動
車
税
は
、

い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。

軽
乗
用
車
の
場
合
、
本
来
１
万
８
０

０
円
で
す
が
、
登
録
し
た
翌
年
度
の

軽
自
動
車
税
に
限
り
、
お
お
む
ね
75
％
軽
減

さ
れ
、
２
，７
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

電
気
、
天
然
ガ
ス
軽
自
動
車
を
購
入

し
た
際
の
、
国
の
補
助
額
は
い
く
ら

で
す
か
。車

両
を
購
入
し
た
際
に
、
55
万
円
を

上
限
と
し
た
補
助
金
が
用
意
さ
れ
て

い
ま
す
。

● 

予
算
特
別
委
員
会

　
　(

令
和
５
年
度
補
正
予
算)

消
防
団
設
備
等
整
備
事
業
に
つ
い
て

第
４
分
団
ポ
ン
プ
車
置
き
場
建
設
は
、

な
ぜ
必
要
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

現
在
、
民
有
地
を
有
償
で
借
り
上
げ

て
設
置
し
て
い
ま
す
が
、
契
約
期
間

が
令
和
６
年
10
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
ま

た
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か

ら
移
転
建
築
す
る
も
の
で
す
。

移
転
場
所
は
、
留
ヶ
谷
二
丁
目
の
市

有
地
と
あ
り
ま
す
が
、
市
有
地
に
な

っ
た
経
緯
を
伺
い
ま
す
。

平
成
14
年
に
、
道
路
残
地
と
民
有
地

を
等
積
等
価
交
換
し
て
市
有
地
と
な

っ
も
の
で
す
。

土
地
面
積
は
１
６
８
㎡
と
あ
り
ま
す

が
、
建
築
面
積
は
ど
の
く
ら
い
あ
り

ま
す
か
。延

べ
床
面
積
は
約
30
坪
の
総
二
階
建

て
で
、
他
の
分
団
の
ポ
ン
プ
車
置
き

場
と
同
様
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

室
内
設
備
、
駐
車
場
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。
　

団
員
の
皆
さ
ん
が
待
機
で
き
る
よ
う
、

イ
ン
フ
ラ
を
整
え
て
い
き
ま
す
。
駐

車
場
は
、
４
台
の
計
画
で
す
。

特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
は
努
力
義
務
で
す
が
、

事
故
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
着
用
を
求
め
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い

ま
す
が
、
い
か
が
で
す
か
。

こ
れ
か
ら
見
直
し
も
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
担
当
部
署
が
国
や
県
と
歩
調
を

合
わ
せ
て
進
む
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

(

多
賀
城
市
役
所
北
庁
舎
什
器
等
購
入)

北
庁
舎
で
使
用
す
る
１
，１
８
４
点

の
什
器
が
購
入
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
使
用
さ
れ
て
き
た
什
器
は
ど
う
す
る
の

で
す
か
。古

い
什
器
は
購
入
か
ら
30
年
以
上
が

経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
た
め
、

西
庁
舎
で
使
用
し
て
い
る
什
器
も
含
め
て
、

再
利
用
す
る
も
の
、
処
分
す
る
も
の
を
選
別

し
て
い
く
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
９
台
登
録
さ
れ
て
い
る
キ

ッ
ク
ボ
ー
ド（一般
原
動
機
付
自
転
車
）

と
、
こ
れ
か
ら
登
録
さ
れ
る
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

（
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
）の
違
い
は
何

で
す
か
。前

者
は
車
道
の
走
行
を
前
提
と
し
て

い
る
た
め
、
保
安
基
準
に
よ
り
バ
ッ

ク
ミ
ラ
ー
な
ど
が
必
要
で
す
が
、
後
者
は
自

転
車
に
近
い
こ
と
か
ら
、
不
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
歩
道
な
ど
も
走
行
で
き
る
た
め
、
車

体
の
前
後
に
最
高
速
度
表
示
灯
を
付
け
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
道
は
ど
こ
で
も
走
行
で
き
ま
す
か
。

道
路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
た
歩
道
の

み
が
走
行
可
能
と
な
り
、
歩
道
を
走

行
す
る
場
合
は
、
速
度
は
６
㎞
／
ｈ
以
下
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

質答質答答

答答 質

答

質

答 質 質

市議会では、市長の提出案件が市民の生活へどのように寄与するのか、
ひとつひとつ質疑を通して審議を深め、採決に臨みます。
第２回定例会では、常任委員会および予算特別委員会において、
市当局との間で主に次のような質疑応答が行われました。

古
い
物
を
市
民
に
払
い
下
げ
は
し
な

い
の
で
す
か
。

処
分
す
る
も
の
は
、
鉄
く
ず
と
し
て

売
り
払
い
を
す
る
な
ど
、
歳
入
確
保

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
売
り
払
い

で
き
な
い
も
の
は
、
無
償
譲
渡
な
ど
処
分
費

用
を
で
き
る
だ
け
か
け
な
い
方
法
を
検
討
し

な
が
ら
、
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

● 

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

((

仮
称)

多
賀
城
跡
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設

建
設
工
事)

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
展
示
内
容
は
ど

う
い
う
も
の
で
す
か
。

「
歴
史
的
ス
ト
ー
リ
ー
を
伝
え
る
こ

と
」、「
歴
史
的
な
体
験
を
行
う
こ
と
」、

「
案
内
ル
ー
ト
を
紹
介
す
る
こ
と
」、「
復
元

の
意
義
を
伝
え
る
こ
と
」、「
地
域
住
民
が
交

流
す
る
場
で
あ
る
こ
と
」
と
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
に
多
賀
城
跡
の
見

学
者
が
休
憩
す
る
場
所
、
例
え
ば
展

示
室
へ
の
椅
子
の
設
置
な
ど
が
必
要
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

展
示
室
は
１
６
０
㎡
で
、
広
い
空
間

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
映
像(

展
示)

な
ど
を
行
う
こ
と
か
ら
、
座
っ
て
見
学
す
る

場
所
も
考
え
て
い
ま
す
。

多
賀
城
の
歴
史
を
紹
介
す
る
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
も
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
で

説
明
す
る
部
分
も
必
要
と
考
え
て
い
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
場
所
も
休
憩
ス
ペ
ー
ス
に
活
用

で
き
る
よ
う
配
慮
で
き
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
進
め
る
展
示
設
計
業
務
の

中
で
、
念
頭
に
置
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

質

答

…質問

…回答

議論の足跡議論の足跡
あし　　　あと

質質質

質答

答質 質質 答質答答

答答 答

質

事
業
継
続
力
強
化
計
画
策
定

支
援
事
業
に
つ
い
て

計
画
を
策
定
し
て
、
奨
励
金
15
万
円

の
他
に
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

こ
の
計
画
を
策
定
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
様
々
な
災
害
に
対
し
事
前
に

備
え
、
何
か
あ
っ
た
時
の
立
ち
上
が
り
や
持

ち
直
し
な
ど
、
事
業
力
の
強
化
を
図
れ
る
こ

と
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
そ
の
他
、
金

質

▲現在の第４分団ポンプ車置き場施設写真

▲(仮称)多賀城跡ガイダンス施設完成予定図

答 質答

▲電気軽自動車

▲関係省庁の啓発リーフレット
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市
内
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

者
数
の
う
ち
、
保
険
証
と
の
ひ
も
付

け
を
さ
れ
て
い
る
方
は
ど
れ
ほ
ど
い
ま
す
か
。

国
保
の
被
保
険
者
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
と
ひ
も
付
け
さ
れ
て
い
る
方

は
、
１
万
４
５
９
人
の
う
ち
、
５
，
２
３
７

人
で
、
約
50
％
で
す
。

報
道
機
関
の
情
報
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
に
他
人
の
保
険
証
の
情
報
が
ひ
も

づ
い
て
い
た
と
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

国
で
し
か
わ
か
ら
な
い
情
報
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
現
在
、
報
道
さ
れ
て

い
る
ト
ラ
ブ
ル
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
と
言

わ
れ
る
も
の
は
、
基
本
的
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
ポ
イ
ン
ト
取
得
の
支
援
に
つ
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
登
録

し
て
い
く
中
で
、
１
件
、
保
険
証
の
登
録
を

望
ま
な
い
方
の
登
録
を
し
て
、
国
に
解
除
の

手
続
を
進
め
て
い
る
事
例
が
ご
ざ
い
ま
す
。

令和５年　第３回定例会

融
支
援
や
税
制
優
遇
措
置
な
ど
を
受
け
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

１
０
０
件
の
奨
励
金
を
交
付
す
る
と

い
う
予
算
を
組
ん
で
い
ま
す
が
、
一

般
事
業
者
の
方
々
が
、
ど
の
程
度
申
請
し
て

く
れ
る
の
か
考
え
た
予
算
で
す
か
。

件
数
に
つ
い
て
は
先
行
事
例
を
参
考

と
し
つ
つ
、
商
工
会
と
も
意
見
交
換

の
上
で
設
定
し
て
い
ま
す
。
商
工
会
の
会
員

で
は
な
い
事
業
者
も
含
め
た
、
市
内
の
中
小

企
業
者
全
部
を
対
象
と
し
て
、
１
０
０
件
と

見
込
み
ま
し
た
。

保
育
環
境
改
善
事
業
に
つ
い
て

送
迎
用
バ
ス
に
お
け
る
、
子
ど
も
の

置
き
去
り
防
止
の
た
め
の
安
全
装
置

の
設
置
は
、
何
施
設
が
対
象
で
す
か
。

市
の
補
助
対
象
施
設
は
１
施
設
に
な

り
ま
す
。

保
育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は
、
ど
の
よ
う

な
も
の
を
導
入
す
る
の
で
す
か
。

専
用
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
た
、「
登

園
管
理
シ
ス
テ
ム
」、「
記
録
連
絡
シ

ス
テ
ム
」
な
ど
、
施
設
の
状
況
に
お
い
て
選

択
し
て
い
た
だ
き
、
要
望
に
応
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
家
庭
庁
の
不
適
切
保
育
の
調

査
で
は
、
多
賀
城
市
で
は
ど
う
だ
っ

５
８
０
件
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
補
助
申
請
件
数
は
何
件
で
す

か
。

71
件
で
す
。

基
準
値
が
高
く
、
購
入
が
困
難
と
の

声
も
あ
り
ま
す
。
期
間
な
ど
も
含
め
、

間
口
を
広
げ
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

現
時
点
で
は
、
制
度
を
変
更
す
る
こ

と
な
く
進
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
６

月
30
日
の
申
請
期
間
終
了
後
に
つ
い
て
は
、

必
要
に
応
じ
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康
保
険

証
の
一
体
化
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障
害
者
の

方
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

「
資
格
確
認
書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

原
則
、
申
請
が
必
要
と
な
る
よ
う
で

す
。
現
在
、
国
で
は
代
理
申
請
や
職
権
で
の

交
付
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

資
格
確
認
書
の
有
効
期
間
は
ど
う
な

り
ま
す
か
。

１
年
を
限
度
と
し
た
有
効
期
間
が
あ

り
ま
す
。

た
の
で
す
か
。
ま
た
、
保
育
士
の
よ
り
よ
い

環
境
の
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

不
適
切
な
保
育
の
報
告
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
年
度
か
ら
、
保
育
士
な
ど
か

ら
の
相
談
業
務
を
、
基
幹
保
育
所
で
あ
る
公

立
保
育
所
で
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施

設
長
、
主
任
研
修
を
、
今
年
度
は
６
月
と
10

月
に
行
う
予
定
で
す
。

保
護
者
か
ら
の
相
談
や
要
望
な
ど
に

は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す

か
。

育
児
の
悩
み
な
ど
も
、
基
幹
保
育
所

で
相
談
で
き
る
よ
う
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
推
進
事
業
に

つ
い
て省

エ
ネ
家
電
製
品
（
エ
ア
コ
ン
、
冷

蔵
庫
、
冷
凍
庫
）
買
い
替
え
支
援
支

援
補
助
金
の
補
正
後
の
補
助
件
数
は
、
何
件

に
な
り
ま
す
か
。

質質質 答 質答答

質 質答 答

質質質 質 答答 答答答

質質答 答

表
　
　
　彰

　
　議
員
在
職
35
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　𠮷
田
　瑞
生
　議
員

　
　議
員
在
職
20
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　森
　長
一
郎
　副
議
長

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
市
議
会
議
長
会
総
会
に
お

い
て
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
議
員
活
動
を
通
じ

て
市
政
の
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
対
し
贈
ら
れ
る

も
の
で
す
。

感
　謝
　状

　
　根
本
　朝
栄
　議
長

　
６
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
市
議
会
議
長
会
総
会
に
お

い
て
、
全
国
市
議
会
議
長
会
評
議
員
退
任
に
当
た
り
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

次回の定例会の開催は、
９月中旬からの予定です。

●正式な日程は、決まり次第、広報多賀城・市ホー
ムページでお知らせします。
●定例会本会議、予算・決算特別委員会、常任委員
会は、ＹｏｕＴｕｂｅでもご覧いただけます。
●市議会会議録は、市ホームページでもご覧いた
だけます。

※コロナウイルス感染拡大防止の観点から、間隔を空
けた席での傍聴をご案内しています。議会図書室で
の傍聴も可能です。

▲

広
報
特
別
委
員
会
の
編
集
風
景

スマートフォンで議会中継を
ご覧になりたい方のアクセス
はこちらから

▲マイナンバーカードの見本
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ど
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。
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の
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も
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、
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が
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報
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と
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も
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に
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中
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除
の

手
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進
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を
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●市議会会議録は、市ホームページでもご覧いた
だけます。

※コロナウイルス感染拡大防止の観点から、間隔を空
けた席での傍聴をご案内しています。議会図書室で
の傍聴も可能です。

▲

広
報
特
別
委
員
会
の
編
集
風
景

スマートフォンで議会中継を
ご覧になりたい方のアクセス
はこちらから

▲マイナンバーカードの見本
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2 年にわたり表紙　を飾っていただいた 
   コロナ禍でも子どもたちの見守り　ボランティア活動を続けている皆さん
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   コロナ禍でも子どもたちの見守り　ボランティア活動を続けている皆さん

　コロナ禍ということもあり、「表紙」のテーマ選定に大変苦慮していました。そうした中、「コ ロナ禍」でも変わらず行っていただいている毎朝の子どもたちの見守り活動を紹介したいと思い、
委員会の皆様に相談しました。委員の皆様の意見も一致し、「№ 117( 令和３年 11 月１日発行 ) 大代地区」からスタートしました。今こうして振り返ると、懐かしい感じがします。撮影後のエ
ピソードとして印象に残ったのは、「島根にいる姉に ( 紙面 ) 送ったら、喜んでくれて何よりう れしかった。」、「退職後何もできないと思っていたが、見守りで地域に少しでも貢献できたこと
が良かった。」( 談 )　地域の皆さんに集会所に集まっていただき、温かい雰囲気で撮影に入った り、念入りに打ち合わせを重ねながら何度も撮影に臨んだりと、様々な場面に立ち会えたことが
何より代えがたいものとなりました。
　ご紹介できなかった「見守りボランティア」の皆様には、心からお詫び申し上げますとともに、 今後ともご自愛のほどお祈り申し上げながら、多賀城の子どもたちの安心・安全な通学にご支援
を賜りますことを心からお願い申し上げます。
　改めて、ご協力いただいた皆様には、重ねて感謝申し上げます。

委員長　米　澤　まき子

◀市道旭ヶ岡街路１
号線交差点 ( 変形
三叉路 )、中央二
丁目マンモス坂頂
上部の横断歩道の
見守りをされてい
る旭ヶ岡町内会の
皆さん　

市川地区を含む西▶
部地区で防犯活動
動、交通安全街頭
指導を行っている
お二人

◀町内会の防犯パト
ロールをされてい
る八幡上二区防犯
協会の皆さん

多賀城小学校通学▶
路の見守り活動を
されている及川さ
ん
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　コロナ禍ということもあり、「表紙」のテーマ選定に大変苦慮していました。そうした中、「コ ロナ禍」でも変わらず行っていただいている毎朝の子どもたちの見守り活動を紹介したいと思い、
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が良かった。」( 談 )　地域の皆さんに集会所に集まっていただき、温かい雰囲気で撮影に入った り、念入りに打ち合わせを重ねながら何度も撮影に臨んだりと、様々な場面に立ち会えたことが
何より代えがたいものとなりました。
　ご紹介できなかった「見守りボランティア」の皆様には、心からお詫び申し上げますとともに、 今後ともご自愛のほどお祈り申し上げながら、多賀城の子どもたちの安心・安全な通学にご支援
を賜りますことを心からお願い申し上げます。
　改めて、ご協力いただいた皆様には、重ねて感謝申し上げます。

委員長　米　澤　まき子

◀多賀城東小、東豊
中通学路の見守り
活動をされている
皆さん

地区巡回活動をさ▶
れている下馬防犯
協会の皆さん

◀山王小学校通学路
の見守り活動をさ
れている「ほなみ
子供安全隊」の皆
さん

天真小学校通学路▶
の見守り活動をさ
れている「鶴ヶ谷
みまもり隊」の皆
さん
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令和５年第２回定例会結果
一般質問
総務産業常任委員会所管事務調査
あんなことこんなこと議論の足跡
2年にわたり表紙を飾っていただいた皆さん
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広報特別委員会
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後
記

コロナ禍でも子どもたちの見守りボランティア活動を
続けている皆さん

今回の表紙

　「地域の宝」とは、何でしょうか？子どもたちはもちろんそうですが、子どもたちを温かく見守ってくださ
る指導隊の及川さんは、私たち多賀城小学校の宝です。学区には、交通量の多い大きな道路や信号のない横断
歩道がいくつもあり、交通事故が発生しやすい状況にあります。及川さんには、夏の暑い日も、冬の寒い日も、
雨の降る日も、風の吹く日も、毎朝、子どもたちの安全を見守っていただいています。登校してくる子どもた
ちに「おはようございます」と元気よく声を掛けてくださることはもちろん、子どもたちの体調まで気に掛け
てくださっています。小学校を卒業して、中学生になった子どもたちとも、温かい交流が続いているのは、
及川さんのお人柄によるものです。
　本校の子どもたちに長い間心を寄せてくださっていることに心から感謝を申し上げます。

(多賀城小学校　市岡　良庸 校長)

子どもから大人まで交通安全で地域見守り活動
　伝上山にお住いの及川修さんは、月曜日から金曜日まで朝７時から8時30分まで多賀城小学校の通学路（伝
上山一丁目２カ所の横断歩道）で見守り活動をされております。
　見守り活動のボランティアをはじめて5年、地域の顔となり、幼児から高齢者の方まで交流が広がっていま
す。中でも、通学している児童からの感謝のお手紙が何よりの励みになっていることや、毎日通るドライバー
さんも快く止まってくれるようになったことを、笑顔で語ってくださいました。また、真剣な表情で、「絶対
に悲惨な事故を起こさない！」、「交通安全で、スクールゾーンモデル地区にしていきたい！」との熱い思い
の言葉も頂きました。及川さんの毎日の活動と志に尊敬と感謝の気持ちでいっぱいになりました。
　今回、毎朝同じ場所で通学児童の見守りを行っている多賀城小学校の市岡校長先生にも、取材に御協力をい
ただき、メッセージも頂戴いたしました。大変にありがとうございました。
 ( レポーター　齋藤　裕子 )
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◀多賀城小学校通学路の見守り
　活動をされている及川さん
　（撮影時のみマスクをはずし
　　ています）　　　

　議
会
だ
よ
り
の
編
集
方
針
は
、
議
会
と
市
民
を

つ
な
ぐ
情
報
誌
と
し
て
位
置
づ
け
、
議
会
活
動
の

透
明
性
、
公
開
性
を
可
能
な
限
り
追
求
し
た
広
報

誌
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
編
集
会
議
で
は
、
各
委

員
の
意
見
が
飛
び
交
い
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
精

査
を
行
い
、
読
み
手
の
立
場
を
重
視
し
て
編
集
し

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
編
集
内
容
向
上
を
目
指
し
、
研
修
を
行

う
予
定
も
今
後
組
ま
れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　今
回
の
議
会
だ
よ
り
が
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
は

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
議
会
改
選
後
の
新
た
な
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
議
会
だ
よ
り
を
、
期
待
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
佐
藤
　雅
博
）

いちおか よしのぶ

162023.8　たがじょう市議会だより　


